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明治 44 年（1911 年）３月、西牟婁郡田辺町（現田辺市今福町）に生まれる。  

８歳の頃から日本舞踊を習いはじめ、19 歳のとき、日本舞踊で身を立てるとして大

阪宗右衛門町で住み込み修業。 

その後、結婚のため東京へ転住するが、昭和９年（1934 年）、夫死亡により田辺に

帰り、田辺新地で料亭を経営しつつ舞踊に精進。 

昭和 15 年（1940 年）、坂東流舞踊家元、７代目坂東三津五郎師より師籍（名取り）

を許される。その後、田辺市をはじめ、白浜町、新宮市などで坂東流舞踊の師匠とし

て後進の指導にあたり、その門をたたいた人の数は知れず、秀でた舞踊家を多く輩出。 

また東京、大阪の一流舞踊家を招き、大がかりな日本舞踊の会を定期的に開き、研

究を重ねる。 


